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【昨年度定例会】
第1回：平成30年７月19日（龍郷町）
施設見学：あまみん・スマイル
第2回：平成30年10月18日（瀬戸内町)
施設見学：なのはな園・ゼログラビティ
第3回：平成31年1月17日（宇検村）
施設見学：滝の園

【研修会】
自分らしく生きる”障がいと生きるすべての
人々の可能性を信じて（平成30年10月31
日）”しょうぶ学園　統括施設長：福森　伸氏

【今年度定例会】
第1回：令和元年7月18日（大和村）
第2回：令和元年10月17日（龍郷町）
第3回：令和2年1月16日（奄美市）
研修会：検討中

・各報告でポイントが伝わり、グループワークではスムーズな話し合いができた。
・報告は事前資料が送付されていたので、簡略化して報告でよい。
・多職種やみんなの意見が聴ける機会として有効。
　　　⇒参加者の意見の引き出し方の工夫
・定例会のテーマを事務局会議や運営委員会で絞り込み協議する仕組みが必要。
・年間を通してテーマに連続性を持たせて協議するということについて検討する。
・第2回内容がタイムリー（災害支援等）で焦点を絞ったグループワークができた。
・施設見学は、日頃組織内でしか仕事をしていないスタッフに、利用者がどういう地域や環
境（施設等）で生活をするのかわかる機会となった。
・パワーポイントと連動し報告することで、参加者の顔をあげさせる工夫ができた（より伝わり
やすい）。
・障害者用駐車場について、次の機会には「こうしていきませんか？」と呼びかけるような取
り組みとして発信したほうがいいのではないか。
・障害者用駐車場について、まず行政が取り組んでいくことで地域（民間等）にも理解が広
がると思う。

精神部会
（毎月開催）

・研修会２回開催（12月・2月）
・専門的な事例を検討できる場となった。
・奄美市以外での開催によって、地域での精神障害の問題について考える場が持てた（参
加する支援者も地域の特性を考える機会になり勉強になった）。
・他の支援者にも参加を促し精神障害の問題について理解を深める必要がある。
・地域の保健師たちの抱える表面化していないケースについて可視化し支援につなぐキッ
カケを作る必要がある。→地域の保健師とどう繋がるか。

相談支援部会
（毎月開催）

・部会6回、事例検討会6回開催
・合同部会を開催し課題の共有と地域のルール化ができた。
・障害者の特性の理解にむけた取り組みを定例会で協議事項にあげられた。
・弁護士参加のもと成年後見等の判断に関する知識を得ることができた。
・相談支援専門員のスキルアップのために福祉サービス以外の社会資源の勉強会や、他
部会との地域課題の共有のための意見交換できる場が必要である。

子ども部会
（年3回開催）

（情報交換会3回）

・子ども部会：3回（奄美市、瀬戸内町、龍郷町）
⇒〇部会を各地域で開催することで、職種を超えて、顔を合わせて状況を共有することが
できた。
・児童発達支援管理責任者情報交換会３回開催（4月・9月・12月）
⇒〇悩みごとの共有だけでなく、学校との連携についての好事例も集めることができた。
⇒△中学校、高校との連携の在り方など、今後検討が必要。
・サービス情報シートの作成
⇒〇新規に作成し、HP上に掲載することができた。
・部会運営委員を選出。
・支援ツール（リレーファイル）の見直し及び活用が必要。
・児童発達支援の無償化を検討してほしい。（⇒H30.12.28　「幼児教育・高等教育無償
化の制度の具体化に向けた方針」にて、無償化の対象となっている）

就労支援部会
（年4回開催）

・サービス情報シートの更新
・研修の実施「障害を持つ人々の可能性を信じて～しょうぶ学園」
・送迎可能地域の把握のためのアンケート実施
・個別支援計画について持ち寄り参考にし全体のスキルアップの提案
・共同販売や共同受注に関してはそれぞれの事業所の事情も違い具体的な検討に至らな
かった。
・個別支援計画は具体的な検討、統一への協議等実施できなかった。

地域生活部会
（年3回開催）

・回を重ねるごとに参加機関が増え立場の違うｈ場広い意見交換の場となっている。
・生活サポートシートを実際に活用して地域移行したケースで支援体制の具体的な内容を
紹介することで管理会社への理解を深めた。
・支援者による地域の理解や資源不足は出るが、当事者や管理会社、大家の声、不安な
こと困り事などの集約が必要、アンケート調査を実施する取組を行う。
・生活サポートシートの活用を増やし支援体制や障害理解を周知することが必要

障害者差別解消支援地域協議会につ
いて

8月、2月開催
・行政機関のみならず、弁護士、商工会議所、運輸関係等も参加
・名瀬運動公園プールの設備に関する改善要望について報告
・公的管理施設障害者用トイレに関するバリアフリーウォッチング調査報告

障害者虐待防止に関して
担当者連絡会議を8月に開催
各行政窓口において、虐待の認定・養護者への支援における対応と終結プロセスの確認を
行った。

ぴあリンク奄美の活動について

・相談件数と内容について報告
・各町村民生委員会等へ出向き障害者等に関する周知活動情報提供の実施（差別解消
や合理的配慮、障害の特性等について）
・障がいの支援に関わる機関と弁護士合同による相談会の実施（みんなの相談会：5か所
開催）
・住宅の問題等、地域課題についての協議の場の設定
・家族・支援者向けＳＳＴ研修（社会生活技能訓練）の開催
・虐待防止についての連絡会議開催（8月）、理解と普及啓発
・支援者のための弁護士相談会の開催（6回）
・障害者差別解消支援地域協議会の開催（8月・2月）
・地域自立支援協議会に関する事項
　全体会1回、定例会3回、運営委員会5回、各部会準備、事務作業、運営
　研修会の企画・開催
　奄美市障害福祉計画への参画
　ホームページの管理・運営
　大島地区障害者地域連絡協議会（奄美圏域自立支援協議会）との連携

令和元年　全体会　　議事まとめ
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≪提案≫
・障がい特性の理解について、各部会から課題として挙
がっているが、やはり子どもたちへ伝える意義から学校
へのアプローチ等検討してもらいたい。

事務局
・第1回、第3回で障害理解への取り組みについて協議
しており、その中で学校への取り組みも協議された。当
日、参加できなかった機関へも伝わる様にホームペー
ジ（活動報告）で随時情報提供している。
・地域へ向けた具体的な方策を今年度取り組んでいく
予定。

【提案】
障害福祉サービス以外の制度等に関する勉強会等に
成年後見センターの情報提供も可能、参加させていた
だきたい。

【要望】支援者、家族等、職種を超えて、課題を話し
合ったり悩みを共有する機会を作ってほしい。
⇒地域での部会開催などで　、できるだけ多くの話し合
いできる場の共有を行っていきたい。

【要望】奄美市が年度当初に実施している学校の支援
員への研修を他の町村でもできないか。もしくは合同で
開催できないか。
⇒奄美市の実施状況の確認及び、合同開催の可能性
など確認、相談していく。

【質問】
①地域移行支援、定着事業や指定一般事業所につい
てのニーズや、事業として展開するような協議はない
か？
→（部会としては内容的には地域移行支援の取り組み
に繋がっているが、）現時点で事業として展開する法人
などの把握はしていない。
②住居確保では保証人問題もあるが、鹿児島で展開し
ているやどかりサポートや居住支援協議会等への取組
があるか。
→保証人問題は民間よりも公営住宅の方がハードルが
高かったりすることも課題、やどかりについては支援者が
いる等担保があり奄美地区でもニーズがあれば検討す
る。（事務局）


